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１．概要（Summary） 
 DNA やタンパク質など微小なバイオ試料の計測には、

高感度かつ液中での試料の取り扱いが要求される。マイ

クロマシニングを用いて作製したシリコンナノピンセットに

より DNA 束を捕捉し、液中において安定に機械特性を

計測する手法を検討した。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

シリコン製ナノピンセットのフォトマスクは、微細加工ナノ

ナノテクノロジープラットフォーム東京大学拠点が所有す

る 高 速 大 面 積 電 子 線 描 画 装 置 （ ADVANTEST 
F5112+VD01）とマスク作成用現像・エッチング装置

（EVG101, および APTCON）を利用して作製した。デバ

イス構造は、成膜、フォトリソグラフィー、深堀エッチングに

より作製した。 

 

【実験方法】 

Figure 1 : a. Schematic of the Double Actuators SNT. 
Based on the Single-Actuator Silicon Nano 
Tweezers. 

Figure 1 にナノピンセットの概念図を示す。DNA 束を

捕捉するためのプローブ、くし歯アクチュエータ、変位容

量センサから構成される。片側のプローブはセンサと直結

しており、変位容量を読み出す。もう片側は、アクチュエー

タのみと接続されており、DNA 束を引き伸ばすことができ

る。液中では、DNA 束が弛緩する様子が観察されたため、

一定の力で引き伸ばしながら、DNA 束の共振周波数変

化を計測する工夫である。実験に用いた試料はλDNA、

長さは 16 µm である。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

DNA 束を捕捉したのちに、ナノピンセット先端をマイク

ロチャンバーに挿入し、液中でのDNA束の硬さ計測を行

った。先端ギャップを 14 µm から 18 µm に広げた場合の、

共振周波数変化量は 4 Hz、ここから算出した DNA 束の

硬さ変化は、0.15 N/m となった。 
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